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生物が行う代謝反応の基幹である「ATP システム」の分子機構を生化学、タンパク質化学、遺伝子工

学、１分子観察と１分子操作などの方法を駆使して解明することを目指しました。 

 研究により、FoF1-ATP 合成酵素の回転と触媒反応の対応が明らかになりました。更に、ATP 合成酵

素には、細胞内の ATP 濃度を感知して合成速度を制御する仕組みがあるらしいことを見出しました。ま

た、細胞内の酸性小胞でプロトンポンプとして機能している V 型 ATP アーゼが、回転モーターである

ことを証明しました。一方、植物の ATP 合成は、光合成反応とリンクした酸化還元反応を利用して制御

されていることを示しました。 

 これらの研究は、人、植物、細菌など広範な生物におけるエネルギー代謝の制御に係わる分子機構・

細胞生理および代謝メカニズムの解明、環境応答ナノ分子マシーンの開発、エネルギー代謝の病態等の

理解へ貢献する重要な基礎を築きました。 

研究成果 

 研究成果ビデオ 

https://www.jst.go.jp/erato/research/video_index.html 

 研究成果集 

https://www.jst.go.jp/erato/research_area/completed/yas_pj/results_2001-

2006_yoshida.pdf 

 


